
国分寺市は東京都の中心に位置しています。
そして〈けやき台分譲団地〉は、その西の外れにある 5階建て 12棟 350戸の団地です。

1. 築 60年の老朽化した建物 ・・・・・・ガス・上下水道に対する不安
2. 5 階建てエレベータなし ・・・・・・・怪我人の搬送が困難
3. 70%が 70才以上という高齢化 ・・・・独居者も多い
4. 住民コミュニケーションの希薄さ ・・・集るのは防災訓練時のみ

「防災まつり」「防災訓練」では
避難行動要支援者宅を民生委員
さんと同行訪問して安否確認と
コミュニケーションを図ってい
ます。

ケヤキ・コナラ・クヌギ
など 700 本の樹木に囲
まれた閑静な団地です。

設　　立 ：1966 年
住　　民：515人
平均年令：70才
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1. けやき台分譲団地

2. 団地の現状

特に、避難行動要支援者
とのコミュニケーション
を図っています。



● 震度 5弱以上の地震が起きると
　 地区本部を集会所に設置します。
● 地区本部は右図の災害レベルと
　 時間経過による区分を基に活動
　 します。

A4のチェックシート

A1の大判にポストイットで転記

地区本部に貼り出した拡大判

バンダナの出ていない家を調査係が訪問バンダナの出ていない家を調査係が訪問

● 安全な家は〈緑のバンダナ〉を窓に掲示します。

● 調査係が記入したチェックシートを地区本部の
　 拡大判に転記して、全員が情報を共有します。

全戸配布物

3. 地区本部

4. 安否確認

けやき台地区本部を設営 地区本部の役割
災害レベル

レベル1

小被害

レベル2

中被害

レベル3

大被害

被害状況

物が落ちた

物が壊れた

理事会＆防災委員4～6名→集会所に開設

集会所前にテントを設営

各棟を点検（避難行動要支援者優先）

緑のバンダナが出ていない号室を訪問

全員無事・被害軽微→地区防災センターに報告

被害状況を整理→地区防災センターに誘導

応急処理→救急要請

救出→救出要請

人命優先→消防要請

地区本部解散

地区本部設立

設営係

調査係

連絡係

調査係

救護係

連絡係

避難誘導係

救出係・連絡係

救護係・連絡係

連絡係

物資調達係

物資配分係

設営係

炊き出し係

防犯・巡回係

調査係

連絡係

家具が倒れた

怪我をした

建物が壊れた

大怪我をした

脱出不能

出火した

停電した

上下水道の
破壊

1時間 2時間 3時間 数　日

体制作り

被害状況を整理→救援を送る

応急処理→救急要請

地区本部解散

結果を広報・記録を残す

結果を広報

記録を残す

地区防災センターに報告

食料・生活用品調達搬送

物資配分

スタンドパイプ設置→給水

集会所開放・簡易トイレ設置

炊き出し

調査を兼ねて巡回

ライフライン・インフラ調査

地区防災センターに報告

地区本部解散

結果を広報・記録を残す

→地区防災センターに報告



● 90 分程度の訓練ですが 70～90名の家族連れが参加します。

煙体験 初期消火 応急救護 給水訓練 防災備品展示

5. 防災まつり

1週間をどう頑張るかが防災委員会の課題です

けやき台分譲団地管理組合 防災委員会

ご清聴ありがとうございました


